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の
細
分
化
を
図
り
、新
た
に
所
得
段
階
区
分
に
第　
10

段
階
を
設
定
し
ま
し
た
。

　　

第
１
号
被
保
険
者（
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
）は
財

源
の
約　

％
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
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介
護
保
険
は
、社
会
全
体
で
支
え
る
制
度
と
し
て
概

ね
半
分
を
公
費
、半
分
を
高
齢
者
等
の
保
険
料
で
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。な
お
、介
護
給
付
費
の
国
庫
負
担
金
と

都
道
府
県
負
担
金
に
つ
い
て
は
、居
宅
サ
ー
ビ
ス
給
付

費
と
施
設
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
と
で
は
負
担
割
合
が
違

い
ま
す
。そ
の
内
訳
は
右
記
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
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市
町
村
は
、介
護
保
険
事
業
計
画
を
三
年
ご
と
に

策
定
し
、介
護
保
険
給
付
対
象
サ
ー
ビ
ス
等
の
推
計

を
行
い
介
護
保
険
料
を
算
定
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

市
で
は
、「
芦
屋
す
こ
や
か
長
寿
プ
ラ
ン　

」（
第
6

21

次
芦
屋
市
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び
第
5
期
介
護
保
険

事
業
計
画
）を
策
定
し
、平
成
二
十
四
年
度
か
ら
二
十

六
年
度
に
お
け
る
被
保
険
者
数
や
要
介
護
認
定
者
数

を
推
計
す
る
と
と
も
に
、介
護
保
険
給
付
対
象
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
見
込
数
か
ら
保
険
給
付
に
必
要
な
事
業

費
を
算
定
し
た
結
果
、第
1
号
被
保
険
者（
六
十
五
歳

以
上
の
か
た
）の
保
険
料
基
準
月
額
を
五
千
九
十
円

（
改
定
前
四
千
四
百
円
）と
決
定
し
ま
し
た
。

　

な
お
、保
険
料
の
決
定
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、介
護

保
険
給
付
費
準
備
基
金
を
全
額
取
り
崩
す
と
と
も
に
、

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
財
政
安
定
化
基
金
を
保
険
料
財

源
に
充
当
し
、保
険
料
の
抑
制
を
行
い
ま
し
た
。
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第
５
期
介
護
保
険
事
業
に
お
け
る
第
１
号
被
保
険

者
の
保
険
料
は
左
記
の
表
の
と
お
り
で
す
。

※
国
の
政
令
に
従
い
、
第
３
段
階
に
つ
い
て
新
た
な

区
分
を
設
け
、
低
所
得
者
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

※
国
の
政
令
に
従
い
、
第
７
段
階
の
基
準
所
得
金
額

を
百
九
十
万
円
に
引
き
下
げ
ま
し
た
。

※
保
険
料
額
の
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
、
保
険
料
段
階
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災
害
や
失
業
、
ま
た
は
低
所
得
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
介
護
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
事
情
が
生
じ
た
か
た
に
つ
い
て
は
、
保

険
料
の
減
免
が
で

き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

減
免
の
詳
細
お

よ
び
手
続
き
に
つ

い
て
は
、高
年
福

祉
課
介
護
保
険
担

当
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
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着型サービスは、高齢者が住みなれた地域で、安心した生活を継続す
提供するサービスです。
対応型共同生活介護（グループホーム）や、介護保険法の改正で新たに
た「定期巡回・随時対応型訪問介護看護」、小規模多機能型居宅介護と
を一体的に提供する「複合型サービス」等の基盤整備を行います。
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� � � � � � � 	 
 ��
　最近全国で、長期間誰にも気付かれないまま、孤独死していたという事例が相次いでいま
す。　皆さんの周りで、最近見かけないというかたや、様子がわからないというかたはいま
せんか？
　また、家の中から異臭がするなど、不審に感じられた場合には、下記までお知らせくださ
い。ご協力をお願いします。
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市
内
に
在
住
の
六
十
五
歳
以
上
の
か
た
で

日
常
何
ら
か
の
支
援
が
必
要
な
か
た
や
災
害

時
に
何
ら
か
の
支
援
が

必
要
な
か
た
の
ご
家
庭

に
民
生
委
員
が
お
伺
い

し
、
ご
本
人
の
状
態
を
把

握
す
る
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
も
、
単
身
高
齢

者
・
高
齢
者
世
帯
の
か
た

で
災
害
時
等
に
援
護
を

必
要
と
す
る
か
た
を
把

握
さ
せ
て
い
た
だ
く
た

め
、
お
住
ま
い
の
地
域
を

担
当
す
る
民
生
委
員
が

ご
家
庭
を
訪
問
い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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　地域密着
るために提
　認知症対
創設された
訪問看護を
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　本市では『誰もが住みなれた地域で安心して暮らせるまち』を目指し、「救急医療情報キット」の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　普及に取り組んでいます。

�������	
����
万が一の災害や急病に備え、医療情報（かかりつけ医・服薬内容・緊急連絡先など）を記入した用紙
を筒状の容器に入れ、ご家庭にある冷蔵庫に収納し、緊急時に駆けつけた救急隊員が人命救助の迅
速化に役立てるためのものです。

�����　市内にお住まいの65歳以上のひとり暮らし
世帯・高齢者世帯・障がい者のいる世帯、健康上の不安
を感じているかたを含む世帯等
�� � �　100円（１世帯あたり１個）皆さんからの負
担金は、東日本大震災の義援金として寄付
�����　お住まいの地域の自治会やマンション管理
組合等、団体単位で上記へ

　平成24年10月１日から、「高齢者バス運賃割引証」にて阪急バスをご利用する際のお支払い方法
が現金のみに変わります。
　阪急バスでは，ＩＣカード「hanica（ハニカ）」の導入に伴い、磁気カードサービス（阪急阪神共通回
数カード・芦屋市敬老回数カード等）が、本年９月30日（日）をもって利用終了となるため、10月１日
以降に「高齢者バス運賃割引証」にて市内の阪急バスをご利用する際、運賃のお支払いは現金の
みとなります。
　ご不便・ご迷惑をおかけすることとなりますが、ご理解をよろしくお願いいたします。
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